
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１６３０１

基盤研究(C)（一般）

2016～2014

ドイツのＥＳＤ学校教育プログラムの成果と課題にみるＥＳＤ授業の推進

Promotion of ESD lessons through result and problem of ESD program in german 
school

００４１２２２１研究者番号：

竹下　浩子（Takeshita, Hiroko）

愛媛大学・教育学部・准教授

研究期間：

２６３５０２３６

平成 年 月 日現在２９   ６ １４

円     1,600,000

研究成果の概要（和文）：本研究は、国際的にみて持続可能な開発のための教育（以下、ESD とする）に早い時
期から取り組んでいる、ドイツのESD 推進に向けた学校教育プログラムについて、これまでの成果と課題を考察
し、我が国の学校教育においてESD の概念を取り入れた授業（以下、ESD 授業とする）の推進を図ることを目的
とする。

研究成果の概要（英文）：This research focuses on the education for sustainable development in german
 school, which has promoted from early time as the school education program. The results and problem
 of the german education for sustainable developmentcan be  promoted the concept of the education 
for sustainable development in japanese school.

研究分野：持続可能な開発のための教育
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１．研究開始当初の背景 
(1) 2005  年に始動した「国連 ESD  の 10  年」 
は、2014 年秋に我が国で最終年会合が開催 
され、ESD は一つの区切りをむかえた。日 
本は、この「国連 ESD の 10 年」を提案し 
た当事国として、日本ユネスコ国内委員会を 
はじめ、文部科学省、環境省などが ESD の 
推進を行ってきた。その努力により、学校教 
育においても ESD の理念を重要と捉え、 
ESD 授業を行う教員が増えてきた。しかし、 
環境教育、国際理解教育、人権教育など ESD 
に関わる諸問題は、様々な分野を多様な方法 
を用いてつなげ、総合的に取り組むことが重 
要であるため、ESD 授業における学び方や 
教え方にはさらなる広がりが必要である。さ 
らに今後、ESD 授業に教育的価値を見つけ、 
発展させるためには、ESD を通して育まれ 
る力について検証していく必要がある。 
 

(2) ドイツでは 1999 年から学校教育での 
ESD 推進プロジェクトが国家主導のもと進 
められ、世界的にみても ESD の先進国とし 
て位置づけることができる。これは、数多く 
の ESD 授業事例とともに、ESD により育 
まれる力を明確に指標化し、ESD の教育的 
価値が国民に認められているからである。 
 

(3)日本では教員が教育現場での ESD の必 
要性を感じながらも、「ESD  を通して子ども 
にどういう力が身につくのかが不明瞭で 
ESD  授業の検証ができていない。」、「教員間 
での情報共有がなされておらず、ESD が学 
校全体の取り組みとして発展しにくい。」と 
いう問題点が見えてきた。 
 

ESD  で育まれるべき力は、日本国内では 
「確かな学力を基盤とする『生きる力』の育 
成」という教育理念と大きく関係している。 
したがって、ESD の推進は、我が国の教育 
の未来を指し示すものとして位置付けるこ 
とができる。そこで、日本で ESD をさらに 
発展させるために、早急に ESD の教育的価 
値を評価指標にまとめる必要がある。 
 

２．研究の目的 
(1)ドイツにおける ESD の学校教育プログ 
ラムの内容と評価指標の分析 
・ESD の学校教育プログラムの経緯と実施 
内容についてまとめる。 
・ドイツユネスコ国内委員会のまとめた活動 
報告書と評価指標を明らかにする。 
・各州で行われている ESD 授業を評価指標 
と照らし合わせる。 
 

(2)日本での ESD 導入に向けた授業開発と評 
価の検討 
・家庭科教育等を中心として、小・中・高等 
学校の体系的なカリキュラムの検討を行う。 
・ESD の内容を含んだ授業開発と実践を通し 
て児童・生徒の学びを分析する。 

 
３．研究の方法 (1)ドイツの学校教育におけ
る ESD の事例か ら、学校のカリキュラムや
地域連携など、学 校教育における ESD の課
題について検討し、 日本の学校教育での実践
的な ESD のカリキュ ラムと評価について検
討する。具体的には、 次の手順で明らかにす
る。 
 
①ESD に関するドイツの文献調査と筆者が 
これまで収集したドイツの学校教育に関す 
る文献の整理から、ドイツの ESD の方向性 
についてまとめる。 
 
②ドイツの学校教育での実践事例の収集を 
行うため、初等・中等教育の学校施設、教員 
養成課程を有する大学施設、教員研修を実施 
している教育委員会および関連施設にて現 
地調査を行う。 
 
③ドイツの大学にて ESD の研究者からの聞 
き取り調査を行い、学校教育における ESD 
だけではなく、公教育と社会教育を包括した 
シティズンシップ教育の理論について把握 
する。 
 
④日本での ESD の導入と展開について考察 
し、具体的な授業内容を提案し、実践する。 
ESD 授業を参考にして評価指標の検討を行 
う。 
 

４．研究成果 
(1)ドイツの学校教育における ESD に関する 
文献調査とドイツの学校教育に関する文献 
の整理から、ドイツの学校教育カリキュラム 
における ESD の方向性を調べた。 
その結果、ドイツでは、全ての州のカリキ 
ュラムに ESD に関する記述がみられ、学校教 
育改革の手段として、ESD が用いられている 
ことがわかった。そのため、各州の教育省も 
ESD 推進に向けて発達段階に応じた ESD の 
指針を作成するなどして、州ごとの特色を強 
めていることがわかった。 
 

(2)ドイツの大学にて研究者からの聞き取り 
調査では、ベルリン自由大学のデ・ハーン教 
授の研究室に協力を要請し、ドイツ全体の 
ESD の実践について、関係者への聞き取り調 
査を行った。その結果、持続可能な社会の構 
築を目指した教育"Bildung für nachhaltige 
Entwicklung (BNE) "の２つの国家的教育プ 
ロ ジ ェ ク ト （ BLK-Programm21,1999-2004 、 
Transfer-21, 2005-2010）において、ESD の 
概念がドイツの学校に広く浸透し、実践的取 
組に発展したが、実際の学校現場においては、 
それより以前から、教師の独自性による授業 
研究が伝統的に行われており、ESD が各学校 
や各授業で行われる素地があったことが伺 
える。特に、90 年代から、ドイツは「開かれ 
た学校」づくりを目指して、地域の NPO/NGO 



や行政など学外の団体や個人の専門家など 
が頻繁に学校教育現場に入っており、これら 
の団体や組織とともに地域の課題に即した 
ESD の実践的活動が行なわれていることが 
わかった。そこで本調査では、学校教育以外 
の組織と学校との連携についてさらに詳し 
く見るため、市民団体が自主的に取り組んで 
いる団体の元を訪れ、関係者から学校教育と 
の連携ついて意見を聞くことができた。 
 
(3)地域と学校の連携を密にとっていくこと 
で、さらなる ESD の展開が期待できること 
がわかった。そこで、フライブルク、ヴュル 
ツブルグの地方都市を研究調査の対象とし 
て、様々な団体の主催者や関係者にインタビ 
ュー調査を行った。また、実際に学校での連 
携授業の様子を見学した。ドイツの ESD は、 
国家プロジェクトとして 2000 年初頭から学 
校教育で行われており、先進的な事例もかな 
り多く紹介されている。しかし、ESD の概念 
のみが先行し、先進的な事例を活用して各教 
員の授業などへ取り入れて発展させること 
ができないなどの課題が見えてきた。実際に 
何をどう教えればよいかなど、教育現場で 
ESD を意識して授業を行っている教師は限 
られており、日本の学校教育における ESD 
の認知と同様の問題を抱えていることが分 
かった。ESD の題材は、地球的規模の環境問 
題や、人権、平和などグローバルな問題につ 
いて取り上げるが、課題については自分たち 
の生活から行動を起こすことが求められて 
いる。そのため、今度の研究展開として、日 
本とドイツの学校教育現場で同じ ESD の授 
業を実施したうえで、テレビ会議等を通して、 
両国の課題の認識や、学習者の気づきや態度、 
授業者の気づきなどについて意見交換をお 
こない、国を超えての ESD プログラムの共 
通点や相違点を明らかにし、学校教育におけ 
る ESD プログラムの発展を目指したい。 
 
(4)ドイツの学校教育における ESD 授業は、 
新しい知に応えるかたちで、どの学校でも 
ESD 授業が実践されており、現在は、その評 
価についての議論が行われていることが分 
かった。また、日本においては、ESD という 
概念が多くの学校の教員に根付いていると 
は言えないが、ESD の概念を持って授業を展 
開している事例が増えてきている。その際に 
も、ESD の明確な評価指標を、日本の学校の 
教員も欲しがっていることが分かった。 今後
は、教師が ESD の概念を持って行われ てい
るドイツの学校での ESD 授業を視察し、 そ
の内容と評価とを分析したうえで、日本へ の
授業実践の導入の可能性と、ESD の評価指 標
の作成を行いたい。 
 
(5) ESD は、地球的視野で考え、様々な課題 
を自らの問題として捉え、身近なところから 
取り組む学びだといわれるが、実際には地球 
的規模で起こる問題と私たちの生活とのつ 

ながりは見えにくいのが現状である。そこで、 
クリティカル・リアリズム（CR）の理論によ り、
複雑で多様な現実を対象とする ESD と 家庭科
教育との関係を整理することを試み た。なぜ、
クリティカル・リアリズム（CR） により整理す
るかというと、クリティカル・ リアリズム（CR）
は抽象的な問題を扱うこと を得意としており、
「ESD はこれだ。」と言い 切れない ESD の多
様性や複雑性をそのまま に見ながら、ESD を意
識した家庭科教育の生 成プロセスが明確にな
ると考えたからであ る。また、クリティカ
ル・リアリズム（CR） は、世界は様々なものが
複雑にかかわりあっ て階層化され、変化してい
くものという概念 をもち、それは、ESD の根底
にある、実際に 見えない人間生活の構造・メカ
ニズムや関係 性をとらえるためには、様々なバ
イアスを掛 け合せて、批判的に吟味するやり方
で抽象的 にみるしかない状況を踏まえている
からで ある。そういった意味で、クリティカ
ル・リ アリズム（CR）の相対的な見方や二項対
立的 な見方ではなく、存在する様々な物事すべ
て を、なるべくそのまま見ようとする見方は、 
理に適っているといえる。従来の家庭科教育 で
は、自分から他者への広がりやつながりを 感じ
ながらの家庭科の学びが生成されてき た。し
かし、ESD を視点とした家庭科教育で は、実際
に見えている、あるいは、意識して いる部分だ
けでなく、実際には見えていない、 意識してい
ない範囲とのつながりまで感じ ながら家庭科
の学びを感じる必要がある。教 師自身が、目に
見えない多種多様で複雑な現 実をどういうふう
に説明し、現実とどう向き 合うかを考え、自分
自身に問いかけることに より、表面的な理解
（思い込み）から解放さ れ、目に見えない世界
とのかかわりを持とう と意識するようになる。
教師が原動力となっ て、家庭科教育の学びを生
成するこのメカニ ズムを、クリティカル・リア
リズム（CR）に より整理することができた。 
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